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3 学年がそろい、各学年ごとに順調なスタートをきっています。それぞれの学年に応じた、学

年集会や学級活動がすすめられていますね。自分の新しい学年に対する意識が高まり、進学

や進級したことの実感が湧くことだろうと思います。また、いろんな活動や取組をする中で、学

年や学級での絆（きずな）が生まれ、やがて学校としての強い絆につながっていくことが、本

当に素敵なことだと思います。 

 

◇ 入学式でのお話 （式辞より抜粋） 

 出会いを大切に  

 自分を大きく成長させてくれる、さまざまな出会いを大切にしてください。それが、人なの

か、本なのか、音楽やスポーツ、場所など、たくさんの可能性があります。出会った瞬間に

影響を受けることや、時間がたってからその意味に気づかされることもあります。 

しかし、無駄な出会いはひとつたりともありません。どんな出会いがあるか、わくわくし

て日々を過ごし、たくさんの出会いをつかんでください。 

積極的なチャレンジ 

この春休み中にみなさんが思い描いてきた、中学校生活へのあこがれをひとつずつ実

現させていきましょう。やってみたいことや挑戦したいことなど、自分の可能性を信じ切

り、積極的に取り組んでほしいと思います。人間の本当の価値は、自分を信じ切ったとき

こそ現れてくるものです。今までの積み重ねをさらに高めていったり、新しいことに挑戦し

たり、皆がそれぞれの取組を、お互いに認め合いながら進めていきましょう。 

 失敗を恐れず挑戦しよう、とはよく言われますが、このことを逆にすると、なかなか素敵

な言葉になります。それは、「挑戦しなければ失敗さえできない。」です。失敗は決してマ

イナスなことではなく、一歩を踏み出した結果であり、成功へとつながる道の途中のこと

を言うのです。このように考えられれば、失敗することを認め合える、素敵な友達作りが

できるのではないでしょうか。人間が何かに挑戦する姿は本当に美しく尊いものです。 

あいさつ 

今までもあいさつは大事にしてこられたと思います。みなさんの経験してきた通り、「お

はようございます」や「ありがとう」、そして時には「ごめんなさい」などをうまく使いこなせ

ば、それだけでみんなの笑顔につながります。 

これからもますます、いい挨拶や会話ができるように、お互いに心がけていきましょう。 



     

 明るい雰囲気の式場で       新入生が起立です          お祝いの言葉 

 

◇ 新入生の保護者の皆様へ 

 お子様のご入学おめでとうございます。教職員一同、心より歓迎いたします。今後、皆様の

ご理解とご協力、そして温かいご支援を賜りながら、「子どもを育てる」というシンプルながら

も難しい課題に、全力で取り組んでまいります。お子様にとって一番のよき理解者である皆様

との連携と協働が、学校教育の基盤のひとつと考えています。よろしくお願い申し上げます。 

 「生徒が安心して学校生活を送り、学びや活動の楽しさを実感する学校づくり」

を目指してまいります。 

 

◇ 給食がスタートしました 

  ２・３年生は１１日（金）から、１年生は１４日から、給食がスタートしました。１年生の皆さん 

は、小学校より少し量が増えたことに気づかれたことと思います。給食は、皆さんの身体と 

生活の一部を支えている大切な存在です。食べることそのものだけではなく、準備や片付け 

も含めて、仲間との楽しい時間となりますように。 

 

 

  ｂｒｅａｋ ｔｉｍｅ    世紀の大発見 「０」 について 

               
 前回に数字の起源についてお話ししました。数字は紀元前数千年前から使われているとい
う紹介でしたね。しかし、数として０が使われだしたのは６世紀ごろと言われています。 

  えーっ、そんなに経ってからやっとできたものなの！？ という気がします。 

しかし、考えてみれば、昔の人は目に見えるものの数を数えることが必要だったのですから、

必要な数字としては、１，２，３，…、となりますよね。ですから、「ない」ことに意味を持たせて「０

という数がある」と考えたのは、本当に画期的な発想だったのです。 

 ０は、インドで発明された世紀の大発見と言われています。０の発見により、大きな数をあら

わしたり、計算したりすることが可能となったわけですね。 


